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この夏、米国国立衛生研究所（NIH）

やエネルギー省（DOE）などによるヒト

ゲノム計画が完了すると大きく報道され

続けた。30億を超す塩基配列からなるヒ

ト遺伝子の解読作業がほぼ完了するとい

うのだから、それは大ニュースだろう。自

分が利用する医薬品や医療情報について、

インターネットで調べることはすっかり日

常になった。その一方でヒトゲノム・マッ

プなどの詳細な資料や入門的な解説、遺

伝子操作への懐疑の声までを、ネットの

中でどのように追っていけるだろうか。

話題のヒトゲノム計画を知りたいとする。

まず、情報分布の構造を考えよう。調べ

ものに先立つ一般的な把握として、こうい

う分野で思い浮かぶ情報ソースは4とおり

ある。1つ目は「政府や公的機関」による

情報。医学や生化学であれば厚生省や国

立遺伝学研究所、またバイオ産業という

角度であれば通産省も入る。2つ目は「民

間企業や商業サービス」によるもの。これ

はバイオテクノロジー開発企業や製薬会社

などが挙げられる。3つ目は「学術機関」。

大学や医学部付属の研究所などだ。そし

て4つ目に「個人の発信する情報」。バイオ

研究者や愛好家によるページから、私財に

よる非営利の研究機関などまでがここに

入る。ある意味でもっともネットらしい領域

だろう。ドメインで粗く分類するなら

go v e r nm e n t a l、c omme r c i a l、

educational、organizationalという系

統だ。日本のサイトであれば、go.jp、co.jp、

ac.jp、or.jpまたはne.jpということにな

る。もちろん実際にこのとおりgov、com、

edu、orgというドメイン区分で情報の内

容が分かれているとは限らない。だが、資

料の性質には概して違いがある。優劣で

はなく、差異があるのだ。

たとえば公的なサイトでは白書や統計資

料、政府報告などの大規模なデータが入

手できる。またその分野で新しく制定さ

れた法律などのニュースが掲載されている

場合もある。しかし、こういった資料は加

工前の基礎データが手に入る一方でしば

しば使いにくい。これはデータ量が多いこ

とや、サイト設計のユーザーインターフェ

イスの良し悪しといった問題もあるが、な

により生の基礎データというものが持つ本

質的な読みときにくさがあるからだ。逆に

民間企業が発信する情報はこうした大規
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インターネットの中

に潜む膨大な情報

たち。そこから欲し

いものを見つけ出

して活用するには、

もはや1検索サイトだけでは役に立たない。ネットの海を自在に泳ぎ、必要

な情報をすぐ取り出して活用する、そんな「ネットエスパー」に

変身すればインターネットの利用価値は無限大になる。この

連載で「ネットエスパー」に変身するスタートを切ろう！
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バイオテクノロジーの情報を選ぶ

模なデータを使いやすく分類して提供して

いる。より実用性が高く、公的機関の持

つ制約がないぶん、データの解釈なども明

解な場合がある。しかし一方でその企業

に不利益をもたらすような情報は掲載さ

れにくいし、アクセスが有料のことも多い。

学術機関は非営利の資料としての客観

性がある程度期待できるが、学内限定な

ど別の壁もある。個人の発信する情報に

ついては、情報の質と量の幅広さが最大

の特徴だろう。情報の質に対する評価に

もっとも慎重さと熟練を要する領域だ。

この4種類に、「報道」というジャーナ

リスティックな領域をつけ加えるのもよい。

オンラインニュースなどだ。ドメイン区分

では現れない部分だが、多層的な情報が

平易に編集されているからわかりやすい。

時系列に全容を把握しにくく、断片的だ

ともいえるのだが。

ヒトゲノム：本来染色体の遺伝情報をゲノムと呼ぶが、現在は概念的に、ある生物がもつ遺伝情報のすべてとされる。つまりヒトゲノムとは、人間が持つ遺伝情報の全体を指
す。ヒトゲノムを解析し、遺伝子操作をすることで、病気などを防ぐことができようになるといわれている。
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全部で4とおりないしは5とおりのソー

スがあると考えたうえで、検索サイトでキ

ーワードを入力し、サーチをかけよう。ど

んと出てくるヒット数には、今言った全系

統の情報がかたまって入っているはずだ。

バイオテクノロジーやヒトゲノム計画のよ

うな世界的な大ニュースの場合、膨大な

リターンが予想されるが、一体どう絞り込

めばよいだろう。たとえば「全般的に、客

観的に知りたい」というのであれば、個人

サイトはばっさり落としてしまうやり方が

ある。判断がむずかしい領域の資料は後

回しにするのだ。それでも客観的な資料

は十分そろう。では、最近日本語ベータ

版が登場したばかりのメガ検索サイト

Google で試してみよう。もともと

Googleは多言語検索が強みの1つだが、

このベータ版はページ上のユーザーインタ

ーフェイス自体が日本語なので引きやす

い。国別の検索サイトだとデータベースが

別々なので、たとえば英語のキーワードを

入れた瞬間、しばしば英語版に飛んでし

まう。だが、Google日本語版では各国

の検索サイトを行き来せずに、1か所から

ボ ー ダ ー レ ス で 検 索 で き る 。

biotechnology、human、genomeと3

つのキーワードを入れ、「すべての言語」

を指定するとヒット数は5万2000件。

Googleはandやorといったブーリアン記

号を使わないシンプルな入力法をとるが、

言語構成を自分で設定するカスタム機能

などがあって、大きなふるい分けや「ネッ

ト調査」に向いている。いまこれを英語

と日本語にカスタマイズして、おなじキー

ワードで引き直すと5万1600件。ここに

キーワードgovを足して絞り込むと9090

件。うん、減る減る。go.jpでは419件、

ac.jpで1020件になる。この結果ですで

に見当がつくのは、この分野の学術機関

では、日本のサイトであっても英語を使っ

ているページが多いらしいということだ。

実際、いわゆる理系のページで英語のサ

イトは多い。国際的な共同研究上も、日

本語だけではどうにもならないというプラ

クティカルな選択が関係しているからだろう。

www.google.com/intl/ja/

バイオテクノロジー：生物を工学的に研究する技術。近年はおもに遺伝子組み換えなどの技術を利用し、生物などの品種改良を行い、食糧や環境衛生に応用する技術をさす。

PubMed
www.ncbi.nlm.nih.gov/PubMed/

Homo sapiens Map Viewより
www.ncbi.nlm.nih.gov/cgi-bin/Entrez/
maps.cgi?ORG=hum&MAPS=cntg-r

医学、生科学文献の宝庫
PubMed
バイオ関連の文献資料庫として、米国

の無料データベースPubMedを挙げてお

きたい。本文中にも出てきたNational

Center of Biotechnology Information

Center（NCBI）によるもので、Entrez

という独自のサーチシステムをそなえてい

る。内部だけでなく外部のオンラインテキ

ストやジャーナル類にも豊富にリンクして

おり、日付指定なども行える。ジャーナ

ルは一覧リストにもなっている。その機能

性の高さや、素早い公開など、専門文献

データベースのなかでも画期的といわれた

ものの1つだ。用語集としても活用でき、

人名、雑誌名などでの検索が可能である。

なお、ヒトゲノムのマップもある。蛋白質

構造など数種のデータベースを組み合わせ

てあり、検索窓でGenomeを指定して引

くと出てくる。
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いよいよ具体的にヒトゲノム計画、つま

りHuman Genome Projectを知る資料

をそろえよう。

1政府資料をゲットする
この計画そのものがネットで発信されて

いるなら、もちろんまずそれを押さえる。

だが政府サイトのオリジナル資料をいきな

り頭からすべて読もうなどという苦しいこ

とは考えないでおく。

2ニュース資料を使う
ヒトゲノム計画がいつから始まったかな

どの時系列を政府のサイトで読み、その

サイトを開いたまま、信頼できる報道サイ

まずは政府資料。biotechnology

human genome project govと入力。こ

のキーワードで探すのが面倒なら、米国国

立衛生研究所（NIH）、エネルギー省

（DOE）と固有名詞をさらに追加してみ

よう。実際、固有名詞というのはキーワ

ードとしてもっとも強力なものの1つだ。

Googleで英語のみを指定してこれを引く

と、検索時間0.06秒で冒頭に次のサイト

が出てきた。Human Genome Project

I n f o rm a t i o n（ヒトゲノム計画の情

報 ） 。 The Human Genome

Program of the U.S. Department of

Energy funds this suite of Web sites.と

ある。そのものずばりが出てきたようだ。

サイトに行ってみると、資料がひとまとめ

にしてある。Project Progress、About

the HGP、Research、Educationなどの

項目があって、手回しのよいことに

Ethical、Legal、Social Issuesまであ

る。この計画中3パーセントから5パーセン

トの予算は、遺伝子情報を使用するにあた

っての倫理的、法律的、社会的側面を研究

するのにあてられているそうだ。やれやれ。

オンライン辞書：インターネットのホームページ上で利用できる辞書、事典。目的の言葉を入力し、検索を行うことで結果が表示される。インターネット上には、分野別や用
途別にさまざまなオンライン辞書がある。

トに行く。そしてその年次をコンパクトに

区切って検索を行う。そして過去の記事

をある程度連続して読んでくる。ニュース

のバックナンバーを連続して読むのは紙媒

体ではかなり苦労するが、これはオンライ

ンデータの強みの1つだろう。まことに快

適なのでぜひ活用したい。

3学術系のサイトでこの分野
のコアな情報を拾う

これは多角的なリンクをたどるための

「ゲート」だ。この「ゲート」の探し方は

いくつかあるが、今回は研究計画なので、

1のオリジナルサイトから人または関連機

関でたどれそうだ。

Human Genome Project Information  
www.ornl.gov/hgmis/

About the HGP
www.ornl.gov/hgmis/project/about.html

4バイオ辞典や用語集を入手
しておく

先月、辞典類のありがたみについてふれ

たが、文献を読むサポートツールとして画

面上にいつもオンラインの辞書を開いてお

こう。わからない用語があったらすぐに手

元で辞書を引ける。

ここまできて気がつくことだが、要する

に資料が紙だろうとデジタルデータだろう

と、何かを知りたいときの調べ方にさして

変わりはない。上のように検索方法を先

に整理してしまえば、1つずつの資料を引

いてくることは全然むずかしくないのだし、

残暑の炎天下に図書館に行くまでもない。
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次にAbout the HGP を読むと

計画開始は1990年とある。オーケー。ニ

ュースサイトに行こう。オーソドックスに、

たとえばワシントンポスト を選ぶ。

さすがに1990年当時のバックナンバーは

ないが、1997年以降は読める。サイト表

紙の下部に時間指定の窓もあるから、必

要に応じて範囲を区切ればよいだろう。ひ

とまず1997年1月1日から現在までを指

定し、Human Genome Projectでサーチ

をかけると24件ヒットする。最新のもの

が一番上にくるので、最後のページから逆

行して読めばよい。なお、日本国内の無

料バックナンバーとしては毎日新

聞 などがよく知られている。いま

「ヒトゲノム計画」でサーチすると12件の

関連記事を読める。

ワシントンポストに戻ろう。Human

GenomeProjectの計画進捗状況から読

まずは資料の性質を分類し、それを並

行して使うことが大事だが、今回の最大

のポイントは「個人の発信する情報を使

わずにすませる」ことかもしれない。もち

ろんケースバイケースであって、たくさん

のアプローチのなかの1つのあり方として、

ということだ。個人が発信している情報

を否定してしまったら、ネットの楽しさは

激減する。あなた自身の活用方法を模索

ニュースレター：各種の情報を知らせるニュース形式の手紙や会報。従来は紙の手紙形式のものを指したが、電子メールで送られるものも、手紙同様ニュースレターと呼んで
いる。

二木麻里（ふたきまり）
上智大学外国語学部卒。翻訳家。社会・人文科学系の国内
外資料を案内した総合サイトARIADNEを運営。著書に『思
考のためのインターネット』（筑摩書房ちくま新書）など。

み始めると、ぐっとわかりやすい。量が多

ければ惜しまず印刷しよう。また

Researchのページを見るとこの組織が発

行しているニュースレターがある。この種

のレターはよく見かけるが、ざっと見て一

般向けであれば絶対に押さえておこう。さ

らにリンク先を見てみると、数は少ないが

米国国立バイオテクノロジー情報センター

（NCBI）など、巨大ゲートにつながってい

る。一般向けの情報を読んだあとなので、

眼前にあるものが「自分が理解すべき範囲

の情報かそうでないか」は最初の時より見

当がつくはずだ。このリンクが完全に専門

的で一般向けの辞書がなければ、検索サ

イトにもどって2、3本探してこよう。

こ こ で は BioTech's Life Science

Dictionary とOnline Life Science

Dictionary“WebLsd” を例に挙

げておく。

これまでの流れでかかった時間は1、2

時間。一般教養の範囲なら十分にクリア

できそうだ。さらに調べたい場合は別の方

法をいろいろ試してみてほしい。

して、いろいろとトライしてみていただき

たい。そしてもちろんネットに限らず、紙

の本から得られる情報もお忘れなく。とも

あれ頭からネットに飛び込む前に、「これ

とこれがあれば、たぶんここまでは調べら

れる」と割り切っておくのは1つの手かも

しれない。といっても、思いがけない連鎖

によってのめりこんでいくところがネット

の醍醐味なのだけれど。

1 基本 情報ソースの系統をまず把握

2 選択 個人のサイトを「落とす」

3 設計 リソースの並行利用を準備

4 試行 シンプルに実行

5 援護 文献アーカイブ

Washingtonpost.com  
www.washingtonpost.com

毎日新聞
www.mainichi.co.jp

BioTech's Life Science Dictionary
biotech.icmb.utexas.edu/
search/dict-search.html

Online Life Science Dictionary “WebLsd”
www.nig.ac.jp/labs/MolGen/
fujita/lookup.html
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